
Ｗ・Ａ・モーツァルトに向き合うことは自己

との向き合いと定義し、つどつどの文をしたた

めてきました。

外国人の貴方に日本語で考えてやってきまし

たが、「音楽」が媒介するモノローグであり、

やはり、「音楽」という時間芸術が赦す抽象思

考の営みなのかもしれません。

モーツァルトさん、貴方ほどさりげなくて、

朗らかで、すがしい音楽を知りません。

そして、いつどこで聴いても貴方ほど私のこ

ころを鷲づかみする人もほかにはいません。

きっと貴方の形式美は完結しているようで完

結しえないものであり、一定の形式からはみで

るものだから・・・。

いや、はみでるものが貴方の思想だ、といえ

るのではないでしょうか。

そんな貴方が戦前戦中は物語性の強いベー

トーベンを旗手とするロマン派の作曲家に圧さ

れぎみだったのは、致し方ない真実だつたよう

ですね。

過日、そのことを彼のあらえびす氏の昭和１４

年に出版された著書で再認識しました。

「あらえびす」（荒夷＝荒々しい田舎武士のこ

と）という人を知る方も少なくなっていると思

いますが、戦前に一世を風靡した《名曲決定

版》（中公文庫）で著名な西洋音楽の紹介者に

してレコード収集家であり、作家（野村胡堂の

名で《銭形平次大捕物控》を著す）としても名

の有る人物です。

あらえびすこと野村胡堂は明治１５年に岩手県

紫波町彦部という山村に生まれました。

現在その彦部地区に彼の記念館があり、少し

前に訪問の機会を得ました。

記念館の入り口付近に野村胡堂の石碑があり、

そこには生まれ故郷彦部地区への愛着の情と若

くして東京に出て故郷を省みなかった忸怩たる

思いがこめられており、昔の知識人特有の悲哀

のこもった一種の責

任感みたいなものが

感じられたものでし

た。

「そこ」には無い

ものが東京という

「あっち」にはあっ

た。

しかし、己を育ん

だ「そこ」無くして

己もなかった、とい

う感慨の深さを思い

ました。

放 課 後 の 自 習
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「そこ」に無いものを我われは「あっち」と

いう外側に、時として国外に求めるのでしよう

か（日本の国自体がそうであったように）。

そうです、モーツァルトさん、貴方が故郷の

ザルツブルクを棄ててウィーンへ出家同然の

ジャンピングを果たした図式に、それはそっく

りですね。

飛躍をお赦しいただければ、日本においても

古くは西行も長明も兼好もそして芭蕉もみんな、

「そこ」に無いものを「あっち」に求めたとい

う意味で、小林秀雄に言わせると「人生の歩き

方の達人」たちであり、こうした謂わばアウト

サイダーたちこそが後世の我われの生きる標と

なっていることに気づかされもします。

今年の正月から二月いっぱいは我が人生に

あって画期的なことがおきました。

「仕事」とい日常から離脱し、願ってもない

「自由」を味わったからです。

振り返ると、とってもエキサイティングな

「自由」時間でありました。

会社を辞するというのはサラリーマンの宿命

で、わかってはいたことですが、いざ

もう会社に用事がない、となると、それはそれ

は寂しいものでした。

モーツァルトさんとは正反対ですが、どこか

でこの「会社」という共同幻想にいつまでもすが

ろうとする社会的自我が頭をもたげるのでした。

前述のように貴方は自ら雇い主のコロレド伯

爵の縛りを解いて、ウイーンに打って出たわけ

ですし、「そこ」・ザルツブルクから「あっ

ち」・ウィーンで、新たにプロのミュージシャ

ンとして独立独歩、自立を果たしたのですから。

遣り残したものがまだまだたくさんおあり

だったと拝察しておりますけれども・・・。

私のこれまでの人生を学校の時間割りに例え

ると、ざっと４０年が社会科の「授業」であり、

この２ヶ月は「放課後の自習時間」みたいなも

のでした。

「放課後の自習時間」は会社という共同幻想

から解かれたことによる寂寥感を漂わせるもの

でしたが、それでも「これから」のことを考え

たり、今まで読もうとしていた本や聴こうとし

ていたＣＤ、観ようとしていた絵や映画をあさ

る時間が生まれたことを素直に喜ぶほうが勝っ

ていたようです。

この「放課後の自習時間」の収穫のひとつに、
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一月の末、普段兄のごとく慕っているＨ氏より

紹介してもらって受講した、秋大コンソーシア

ム（ラテン語で「仲間」）主催による小宮正安

氏の講義を二日間にわたり拝聴できたことが挙

げられます。

テーマがなんと！「モーツァルトを創った

男」という興味深いものでして、貴方のことを

心底愛し、後世にきっちりとお伝えするべく貴

方の遺産を分類・整理・統合した学究の徒であ

り、あの「モーツァルト全作品年代順主題目

録」（１８６２年）を刊行したルートゥイッヒ・

フォン・ケッヒェルさんについての講義でした。

何気なくＫ何番ということで一般化している

Ｋに秘められた謎が解明されていく知的なスリ

ルを存分に味わうことができました。

そして、貴方を愛するあまたのモーツァル

ティアンがケッヒェルさんの恩恵に浴して、ど

んなに貴方を身近なものにすることができたか、

そのことを貴方かお知りになったら、その完璧

なまでの精緻な目録の編集とともに、さぞかし

驚かれたことと拝察します。

またそんな２月のはじめ、偶然にも山田風太

郎の「人間臨終図鑑」という出色の人生案内書

に出会い、たまたま鴨長明の亡くなった年齢が

いまの私と同じだったことから、かつて通読し

ていた「方丈記」を再読玩味することになりま

した。

この「方丈記」は平安末期から鎌倉時代を生

きた長明が五十歳を過ぎた晩年に書かれた一種

のルポルタージュ風のエッセー。

有名なプロローグの《ゆく河の流れは絶えず

して、しかも、もとの水にあらず》から、エピ

ロークの《弥生のつごもりごろ、外山の庵にし

て、これをしるす》まで、原稿用紙２０枚ほどの

短い文章ながら、独自な無常観に貫かれたリア

リティーに富んだ大変刺激的なものです。

二十歳代から三十代にかけて身辺に勃きた辻

風（台風）、大飢饉、大火災、福原遷都、そし

て元暦の大地震と、立て続けに天変地異や人災

が京の都を中心に襲っては人々を苦しめた様子

が書かれているのです。

無常観に貫かれたリアリティーと書いたのは

理由があるのです。

こうした長明を読み進んでいたら、今度の

３．１１の大地震が現実に起きたのですから。

しかも、元暦の大地震に匹敵すると思われる

千年に一度の大地震だったことが、小生を驚か

せました。

さらに、福島の原発問題も福原遷都に相似し

た人災と思われたし、長明の時代の就職難

と今日の雇用環境の劣悪さも通じるものを感じ

たからでした。

この「方丈記」は鴨長明の壮大なる遺書のよ

うにも思えました。

いわば己れへのレクィエム、鎮魂歌として読

んでいました。

事実、長明は音楽的才能も豊かで、琵琶の達

人だったらしく、生涯この楽器を方丈の庵（組

み立て式の四畳半ばかりの庵）に持ち込んで、

独り奏することしばしばだったらしいのです。

「方丈記」に展開する文章の独特なリズム感

は音楽的にも秀でていた長明ならではのものか

も、とその削ぎ落とし峻厳で美しい表現に強く

撃たれました。

《・・宝をつひやし、心を悩ます事は、すぐ

れてあぢきなくぞ侍る》と世の中をニヒルな眼
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差しで見据えつつ、《・・今の世のならひ、こ

の身のありさま、ともなふべき人もなく、たの

むべき奴（やつこ）もなし・・》と孤独をうた

い、《・・世をのがれ、身を捨てしより、恨み

もなく、恐れもなし。命は天運にまかせて、惜

しまず、いとわず。・・・・》と達観の境地を

記す長明が３．１１の千年に一度の大震災という

不幸を機にますます身近な存在になったようで

した。※すぐれてあぢきなくぞ侍る ⇒ この上なく無意味

なことなのです

ところで、現在私は運よく再就職を果たし、

３月から毎日２０㎞も離れている潟上市の天王と

いうところまでマイカー通勤しています。

朝７時半には家を出てほぼ３０分くらいのドラ

イブ時間ですが、願ってもない早朝のリスニン

グタイムとなっています。

そんな五月、ようやく遅れていた田植えがは

じまったころ、ジョージ・セルの指揮によるハ

イドンのシンフォニーを立て続けに１０曲聴きま

した。

いささか古い録音ですが、クリーブランドの

演奏はセルのあの歯切れのいい指揮のもとで生

き生きとハイドンを謳っていました。

音楽が純粋に音楽として愉しめる至福感、簡

潔なリズムとさわやかな和音が心地よく響いて

春風とともに耳朶にそよぎました。

こんなにも棘のない音楽を味気ないと感じさ

せないことは凄いことかもしれません。

貴方が敬愛したハイドンパパには邪念のない

遊び心がありますね。

考えてみると、ハイドンのシンフォニーの有

名どころは殆ど貴方が天国に召された後にロン

ドンで書かれたものなのですが、ハイドンには

貴方が先年書き残したエモーショナルなものが

一切といっていいくらい分泌されていないので

す。

ハイドンパパを聴きながら、貴方の三大シン

フォニーとの比較をしてしまうのですが、お二

人の曲想の違いを思いつつ、音楽というものの

深さと面白さを味わいました。

こうして振り返ってみると、会社を退職し、

「自習時間」を独り楽しみ、鴨長明を読み、五

官を揺るがす東日本大震災に遇い、縁あって再

就職を果たしたこの数ヶ月は正に目まぐるしい

ものでした。

この間、飽きることなく貴方の音楽に拘泥し

てきた私ですが、私にとってのモーツァルト経

験は以前にも増して深まる様相を呈しているの

です。

貴方への冷め遣らぬ感謝の念をお伝えしてペ

ンを置きます。

end

レオポルト・モォツァルトは息子の才能を見

出し、伸びる芽を伸ばしました。

さて、熱心に吹奏楽を指導していた中学校の

先生に、校長先生が『君が教えている子どもた

ちは音楽が得意な子どもたち、放置しても伸び

る。君の本当の仕事は音楽嫌いの子どもたちを

音楽好きにさせることだ。』と指導したそうで

す。

校長先生は、子どもには全ての可能性がある！、

子どもには公平に接しなければならない！、子

どもが嫌がるのは不向きだからではない！、教

育の力で嫌いなことを好きにさせられる！、弱

点を克服して子どもは伸びる！、といった信念

伸 び る 芽 を 伸 ば す
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があったのでしょう。

この校長先生の信念は理想論で、そのように

ありたいと願う気持ちは理解できます。

では、現実はどうでしょうか。野球大好き少

年を音楽好きにさせるためには、教える側に膨

大なエネルギーが必要、教わる少年にとっては

大迷惑、いっそう嫌いになるかも知れません。

一般的に音楽が好きな子どもは芸術面の感受

性が豊か、野球好きの子どもはスポーツ面の感

受性が豊かです。感受性というのは伸びる芽で

あると考えられます。したがって、伸びる芽は

伸ばしやすいのです。

教育現場では公平性を求められるようですが、

小人も大人も感受性や能力は個人差が大きいと

実感しています。冷たいようですが、感受性や

能力が不足であれば努力は報われません。もち

ろん少しは上達するでしょうが、能力のある人

には到底及ばないでしょう。社会は平等でなけ

ればなりませんが、個々の感受性や能力は極め

て不平等であると実感しています。金太郎飴の

ように平等な教育は、あまりにも無策です。

ということは、伸びる芽を伸ばすことこそ、

子どもたちにとって幸せなことではありません

か。学校にだけにその責任を押しつけるつもり

はありませんが、同じ方向に伸びる芽を持つ子

供の集団を学校で教えることが、望ましい課外

活動と思います。校長先生の信念が、先生や子

どもにストレスを及ぼし、伸びる芽を詰むこと

だけは避けたいものです。

ところで、勉強が好きではない子どもは昔も

今もたくさんいます。そういう子どもがガキ大

将になってリーダーシップを発揮したり、鉄棒

が得意であったり、野球の名手であったり、ピ

アノが上手だったりします。そういう子どもは、

勉強が出来る子どもより人気がありました。昔

を振り返っていかがですか？少なくとも私はそ

う感じていました。

結びに、伸びる芽を伸ばすにもそれなりに努

力が必要、途中で挫折も味わうでしょう。挫折

を経験した子どもは、人に対し尊厳を持って接

することや感動することが出来る大人になるこ

とでしょう。挫折を恐れて努力をしなかった子

ども、あるいは努力させてもらえなかった子ど

もの将来には不安を感じます。

かつて２年間（１９９９～２０００年）、信州・松本

に住んでいた。赴任して間もなく手にしたこの

街の観光パンフレットには、『岳都』・『学都』・

『楽都』の３つのキャッチフレーズが誇らしげ

に並んでいた。岳
�

は北アルプスの玄関口として

山岳観光都市を標榜し、学
�

は信州大学を置く学

問の街を、そして楽
�

は音楽で芸術の街を謳い上

げているものだった。

ところで、ご存知の方も多いと思うが、松本

は音楽の才能教育（スズキ・メソッド）で有名

な鈴木鎮一が、戦後間もなく活動の拠点を置い

た地であり、小澤征爾が総監督を務める「サイ

トウ・キネン・フェスティバル」（ＳＫＦ）も

松本が本拠地である。夏の盛りの１ヶ月、安曇

野の広がりに連なるこの街は、ＳＫＦのために

国内外から駆けつける演奏家と熱心なファンで

一層華やいだ空気につつまれる。オペラも上演

される。１９９９年は、ベルリオーズの「ファウス

トの劫罰」を劇場（松本文化会館）と野外とで

２度観ることができた。劇場での公演は舞台装

山上のモーツァルト
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置のアッと驚くような仕掛けの場面展開に息を

呑み、国宝・松本城の本丸庭園で上演された野

外ステージでは、天守閣から闇を引き裂くよう

にバリトンの独唱が響いて来る奇想天外な演出

に吃驚仰天した。なにもかも目新しい私のオペ

ラ初体験だった。

ともあれ、桐朋学園で恩師・斉藤秀雄の薫陶

を受けた小澤等が中心になって結成された「サ

イトウ・キネン・オーケストラ」（ＳＫＯ）、そ

れが活動の範囲を松本だけでなく、海外にも広

げて高い評価を得ているのは知ってのとおり。

そのＳＫＯが母体となってスタートしたＳＫＦ

松本は今年で２０回目という。マエストロ・小澤

は、「日本発、松本発の素晴らしい音楽祭を世

界中の音楽ファンに聴いてほしい」と、今年か

ら松本での公演終了後、海外で引っ越し公演を

行うという。１回目は中国の北京と上海に決

まったとか。

何にしても１地方都市からの発信であること

は素晴らしいことだと思う。

閑話休題。私は山登りが趣味なので、松本で

の２年間は朝な夕な、標高３０００ｍ近くの山を仰

ぎ見、実際にもせっせと登って充実した転勤生

活を送ることができた。それに市内には山小屋

経営者や関係者が住んでいて、こうした人たち

と接することができるのも嬉しいことの一つ

だった。なかでも、戦後間もない１９４８年、ほと

んど徒手空拳で北穂高岳の頂上に山小屋を建て

た小山義治氏との出会いは印象深い。氏は１９１９

年（大正８年）生まれ、山小屋の経営者として

は異色の東京（現八王子市）生まれの東京育ち

である。蓄音器の時代からクラシック音楽で登

山客を歓迎し、また山岳画を描くなど、山の世

界では芸術家肌の主としてつとに知られた存在

であった。

氏との出会いは、地元紙に氏の講演会と絵画

展が同時開催される記事を目にしたのがきっか

けである。当時は８０歳を超していたと思う。山

小屋の経営は息子さんに委ね、悠々自適の風

だった。

講演の内容は、生い立ち、招集を忌避した苦

悩から逃げ込むように山へ傾倒し始め、やがて

山小屋を建てるに至った経緯、そして音楽や絵

画への念いなど、自伝そのものであったと思う。

中で印象深かったのは、「世界には『アルプス

交響曲』というのがあるのに日本にはない。誰

も作らないなら私が誰かにお願いして作っても

らおうかと考えている」と話されたことだった。

その時はいたく興味をそそられながら、音楽好

きのいかにも氏らしい発想かなと受け止めただ

けだったが、後年、氏の一徹な念いが遂に実現

したことを知る。

２００９年４月、購読している全国紙に、交響曲

『北穂に寄せて』初演の記事が掲載されたので

ある。記事は要約すると、１０年ほど前から浦田

健次郎芸大教授に作曲を依頼。繰り返し手紙を

送ってくる氏の熱意に打たれた浦田教授が２００３

年９月、それまで無縁だった登山に初挑戦して

絶壁を背にして建つ山小屋を訪れ、曲のイメー

ジを膨らませ、「壮大、雄大な曲をという小山

さんの希望を念頭に作曲した」こと。曲は２００７

年の年明けに完成したものの氏は演奏を聴くこ

とのないまま同年４月２４日に亡くなり、その後、

浦田教授が演奏会を実現させるために奔走。指

揮者の小林研一郎さんが快諾し、氏の３回忌で

ある２００９年４月２４日、サントリーホールにおけ

る日本フィルの定期演奏会で初めて披露される

ことが決まった、という中身だった。

では、演奏会当日の様子はどうだったのか。

かつての職場の同僚に頼んで地元紙に掲載され

た記事（切り抜き）を送ってもらった。

記事は「ホルンなど金管でゆったり始まり、

バイオリンなど弦楽器が徐々に盛り上げる様子

は谷から山頂に霧が湧き上がるよう。終盤には

小林さんの激しいタクトに合わせて打楽器がと

どろいた」と演奏の様子を、そして演奏終了後、

作曲者の浦田教授がステージに上がり、約

１，７００人の観客の拍手に応えたこと、また氏の
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息子さんが「山や音楽に情熱を傾けた父の生き

ざまを表すような曲だった」と、感動している

様子を報じていた。氏が天界からこの日の一部

始終をつぶさに眺め、そして待望久しかった楽

の音に耳を澄ましていたに違いないと思うと、

私もある種の感慨に打たれてしまう。

それにしても、と思う。氏の初志を貫徹して

しまう意志の強さ、夢が実現するまでの努力と

忍耐強さは正に信念の人である。素養の身のつ

け方にも尋常ではない気骨を感ずる。それは、

絵画展で拝見した絵にも現れていたと思う。大

胆にデフォルメされた構図と、その場・その時

の心象風景が独特の色彩感覚で捉えられていて

十分見応えがあった。

ちなみに、氏に絵を描くきっかけを与えてく

れたのは、山小屋に客人として逗留した山岳絵

画の第１人者・足立源一郎画伯である。画伯の

スケッチに同行する中で芽生えた絵心が、画伯

の画風とは異質の世界へ向ったのは、氏の独立

独歩の精神性からして当然のことだったろうと

思う。

なお、蛇足ではあるが、記念に１枚欲しかっ

た私は、後日ご自宅へお邪魔して、氏お気に入

りの作品を譲り受けている。

さて、結びはやはり我らがモーツアルト氏に

お出まし願わなければならないと思う。当広場

の主宰者である加藤兄から原稿の依頼を受けた

時、私の脳裏をよぎったのは、岳人として羨ま

しい人生を全うされた小川義治氏の魂がやどる

北穂高小屋で、日本アルプス交響曲『北穂に寄

せて』に聴き入ることだった。そして今、遅ま

きながらではあっても、間近に謦咳に接するこ

とができた者の供養の気持ちとして、とってお

きの『私のモーツァルト』を一緒に聴いていた

だきたいと思案しているところである。宿泊客

の少ないオフシーズンに・・・。

［参考］

北穂高岳：北アルプス・槍ヶ岳～奥穂高岳の縦

走路のほぼ中間地点に位置する。

標高３１０６ｍは国内では９番目の順位。

「光陰矢のごとし」「歳月人を待たず」「人の

噂も・・・・」～等々。「時」をめぐる箴言が

素直に受け止められるようになったのは何歳ぐ

らいの時だったのか。

ＴＶの出演者がみな年下になり、まだ行って

いない観光地が気になりだし、スポーツの勝敗

より選手の健康の方が心配になり、棚にあるＣ

Ｄを全て聞き直す時間がもう無いことに嘆息を

つくころ・・・「老い」は身近なものになって

いるのでしょうね。

「まだ有る」が「もう無い」に気付いた時、

そしてそれが取り返しのつかないものであると

き、私たちの「いかに生きるか」を自問する時

が来たのだと思います。自身の始末よりも残す

もの、残される人への心配りが、大きく心の中

を占める時が訪れるのです。

モーツァルトの音楽も多くのものを失いまし

た。当時の響きも、演奏習慣も、楽器も今は全

て残っていません。現代フルートの響き、オケ

のピッチや音量、工業技術の塊であるグランド

ピアノ等を聞いて、「これは僕の《音》ではな

い！」とモーツァルトは怒り出すかもしれませ

ん。けれども現代の私たちにとっては、いかに

失われたものが多くても、モーツァルトが生み

出してくれた「音楽」はかけがえのないものと

して生き続けているのです。

酒とモツの日々（２６）

会員番号 Ｋ．４８８ 佐 藤 滋
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何を失い、何が残るか。残るものが失うもの

より圧倒的に多いとき、作品は歴史に残り、後

世の人々に愛されるのでしょう。多くの研究者

が１８世紀の「音」を研究し、再現を試みていま

すが、そこに「音楽」がなければ、一過性のも

のとして終わってしまいます。現に２０世紀後半

あれほど盛んだった古楽器演奏が、近頃はすっ

かり聴かれなくなりました。逆に今世紀に入っ

てから「癒し」「ヒーリング」の名のもとに「音

楽」が過度の甘さと聴き易さに価値を求めすぎ

ているようにも感じます。この傾向が行き過ぎ

て取り返しのつかなくなった時、彼は「これは

僕の《音楽》ではない・・」と嘆くのでしょう

か。

秋田の酒造メーカーが「こめじるし」という

新しい焼酎を創りました。「こめじるし」は米

焼酎を、オーク樽貯蔵した米焼酎とブレンドし

たもの。バーボンの風味を日本酒で楽しめる、

と評判です。私も愛飲していますが、米の甘み

を引き出し、焼酎に新しい価値を付加した素敵

なお酒です。「米焼酎」にこだわるところが秋

田の良さ。焼酎といえば一般的には「芋焼酎」

ですが、「芋」とはサトイモのこと。サツマイ

モを使うなら「藷」が正解。（ちなみにジャガ

イモは「薯」）「芋焼酎」は最初から、焼酎への

敬意と愛情を放棄しているのです。秋田は、清

酒と同様に米焼酎への誇りと、酒の魂を持ち続

けているのが嬉しいです。近年、日本酒の消費

は落ちていますので様々な指向を意識して、

「優しさ」「飲みやすさ」を強調した酒が出

回っています。たとえ今を乗り切るための商品

であっても酒造りの軸足は、しっかりと本来の

場に踏みとどまって欲しいと願っています。

モーツァルトの演奏も、今後様々に変容して

ゆくことでしょう。「モオツァルト広場」は小

さな団体ですが、モーツァルトの「音楽」を心

から楽しみ、敬意と愛情を次代の愛好家へ伝え

てゆく時が来ています。「広場」は人々が集う

ところ、そして何かを受け止め、またそれぞれ

の居場所へ持ち帰る出発点です。皆様は広場で

何を見つけましたか？

皆さまも記憶に新しいかと思いますが３
月１１日東日本大震災が発生、三陸沿岸を中
心に多くの方が犠牲となり、今も不自由な
生活をしております。私も数度被災地にて
ボランティア活動や物的支援、そして現在
も物販の支援を行っております。皆様にお
かれましてもそれぞれのお立場でできるこ
とをされていらっしゃることでしょう。こ
のたびの津波被害は１００年に一度とも言わ
れております。モーツァルトが生きていた
時代から既に２５０年以上。
単純計算でも２度以上の大津波を受けた

こととなります（実際記録によると三陸沖

では１８９６年（明治２９年）、１９３３年（昭和８
年）、そしてチリ地震（昭和３５年）による
大津波の被害を受けておりました）
秋田でも３０年前に日本海中部地震による

津波のため大きな被害を受けております。
今後の世代が安心して暮らしていくために
もこの出来事、そして経験から得たことを
後世に伝えることも大切だと思います。是
非皆さま一人一人が発信し続けて欲しいな
と思う今日この頃です。
当広場と関係のない編集後記でスミマセ

ン・・・。（Ｋ．５７５）

モォツァルト広場ではいつでも会員を募っております（Ｈ２３年６月現在１０８名）
入会金：￥２，０００ 年会費：￥３，０００（諸会費、別途）
お問い合わせ……〒０１０－０９５４ 秋田市山王沼田町１０－１１－２０３ 加藤 携帯電話０９０（７９３９）４０５８

又は 本田（事務局）０８０（１６７３）８３２２

事事 務 局局 よ りり
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